
 

 

令和 5年 11月 22日 

各   位 

のと共栄信用金庫 

 

令和５年度上半期業績を公表   

４期振りに増収 
 

のと共栄信用金庫（七尾市／鈴木正俊理事長）は 22 日、令和５年度の上半期仮決算を公

表しました。 

 

資金需要の伸び悩みから資金運用収益は減少したものの、株式市況が好調であったこと

から株式等売却益が増加し、経常収益は 4期振りに増収となりました。 

一方で、信用コストの増加に加え、金利先高感から債券ポートフォーリオの見直しを進

めたことから、債券売却損が増加し、経常利益は 2期連続の減益となりました。 

なお、コア業務純益も 2 期連続減益となったものの、課税所得が減ったことに伴い税金

が減少し、最終利益は微増となりました。 

 

預金残高は、前期末（5年 3月末）比 5億 500万円（0.15%）減少し、3,338億 8,500万円

となりました。 

個人事業者・公金預金が減少する一方で、個人・法人預金は増加しました。 

また、定期性預金から要払性預金へのシフトが続き、要払性預金が 8 期連続の増加とな

った一方で、定期性預金は 6期連続の減少となりました。 

貸出金残高は、前期末比 12 億 5,400 万円（0.70%）増加し、1,786 億 2,400 万円となりま

した。 

事業性資金が 22億 8,200万円（1.92%）増加したものの、個人ローンは住宅ローンを中心

に 4億 100万円（1.23%）減少し、地方公共団体向けも 6億 2,500万円（2.39%）減少しまし

た。 

 

不良債権額は、前期末比 4億 5,900万円（7.60%）増加し 64億 9,900万円に、不良債権比

率も 0.22ポイント上昇し 3.54%となりました。 

自己資本比率は、前期末比 0.23 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇し 13.43%となりました。 

 

なお、通期では増収増益を見込んでおります。 
 

 経常収益 コア業務純益 経常利益 純利益 

2023年 

中間期 

2,062 

（8.00%） 

260 

（▲12.67%） 

184 

（▲13.89%） 

127 

（1.39%） 

2023年 

通期 

4,033 

（3.78%） 

637 

（▲8.47%） 

373 

（9.70%） 

221 

（8.86%） 

金額：百万円、カッコ内は前年同期比：%、▲はマイナス、2023年通期は予測 

以 上 

 

（お問い合わせ先） 総合戦略部  

℡  0767－54－0593 
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